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第386例会平成2年5月29日（火） 晴
‐

力して、三河よりの備えとしたものと思われ

ます。

翌年の天文18年、信秀はこの城で病死した

ため、信長の弟信行の居城となりました。し

かし、信行は信長と不和を生じ、信長に清洲

城で謀殺され、 10年間で、城は廃嘘となりま

した。時は永謀元年(1558)11月（挑厳寺の位

牌には弘治3年(1557)11月とあります）以後

430年をへております。

この城趾は本丸（東の丸）二の丸（西の

丸）の2郭よりなっており、東西約200m、

南北約160mであります。

三重の内濠によってかこまれ、内濠はほぼ

残っていますが、外濠は南方から西南方にか

けてあったそうですが、今はそのおもけげを

とどめておりません。

室町末期の平山城祉としてはよく保存され

ているとのことです。城郭地は今は城山八幡

社所有地となり、本丸に神社、西南方西の丸

には昭和塾堂が昭和4年にたてられました。

城山八幡宮は昭和11年に旧田代町字楠（千

種区春里町2丁目）に鎮座され、 500年以上

崇敬されていた産土神（うぶすなかみ）を遷

座した、比較的新しい神社であります。

境内は約1万坪、社殿は本殿、渡殿、拝殿、

廻廊からなっております。

御祭神は八柱で応神天皇（誉田別命)、神

功皇后（息長帯比費命)、仲哀天皇（帯中津

日子命）の三柱が主神であります。

末社には山神社（祭神大山祇神)、神明

社（祭神天照大神）、津島社（祭神建速

須佐之男命）、豐王稲荷社（祭神稲荷大

神）があります。

関係史料では尾張藩主はじめ武将のあつい

崇敬をあつめていたといわれます。

現在は八幡宮として、恒例の祭典や「茅の

輪」 くぐり、初詣、七五三詣として賑わって

おります。一歩境内に足をふみ入れれば名古

◇“我等の生業”

◇出席報告

会員 65名 出席50名

出席率 76.92％

前回 5月22日（修正出席率） 96.92％

◇ビジター紹介

Fort Lallderdale,FLORIDAサムエル君

大阪天満橋RC寺尾豊君他6名

◇ケスト紹介

小杉啓彰君

◇お誕生日祝福

浅井君(6／1)、黒須君(6／1）

◇ニコボックス

和田正敏君 7月から入会されますゲスト

の小杉さんをご紹介申し上げます。

菅原宣彦君昨日、国際水泳殿堂副会長就

任パーティーに多くの会員の方々にご出席い

ただきありがとうございました。

本日、サムエル会長夫妻、並びに寺尾選考委

員をご一緒できて幸せです。

鈴木理之君食べ歩き会一年間協力ありが

とうございました。

新美 敢君、谷口暢宏君申し訳ありま

せん。早退させて頂きます。

浅井誠寿君、黒須一夫君誕生日祝い。

◇大口幹事報告

1 ．本日例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理事役員の方は2F橘の間に

お集まり下さい。

2．第276地区名古屋栄RCより認証状伝達式

(6/16)のご案内がきておりますので参加希

望の方は事務局までお申し込み下さい。

◇黒須会長挨拶

“末盛城靴”

末盛城吐は東山山陵の末端標高43mの処に

立地した平山城であります。

440年前の天文17年(1548)織田信秀が築き

同年古渡城より移転し、守山城の弟信光と協
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屋の町の喧喚をよそに、緑の森は数少ない都

会のオアシスとして親しまれております。

昭和塾堂は四階建ての塔を中心に四方の眺

望を得て、下部には二階建ての本館が三方に

のびた人文字形に設計され、青年教育、社会

教育すなわち「人づくり」の殿堂として建設

されました。しかし、戦争中は東海軍司部、

戦後は名古屋大学医学部、県教育文化研究所、

県職員研究所と看板を次々に書かえられたま

した。千種区役所新築に際してはここに区役

所が仮住まいしたこともありました。現在は

愛知学院大学歯学部大学院研究棟となってお

ります。

－地区協議会開催間近一黍---噂－－－

来たる6月10B(日）、和合RCのホストで

地区協議会が下記の通り開催されます。

出席義務者はお忘れなきよう、よろしくお

願いいたします。

記

日時平成2年6月10日（日) 10:00～1540

会場名古屋観光ホテル
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◇講演

“第4回美シリーズ茶”

「お茶の美」

松尾流家元

松尾宗典氏 （紹介フk野(民)君）

一

出席義務者

次期クラブ会長

次期クラブ幹事

次期クラブ奉仕委員長

次期会員増強委員

次期職業奉仕委員

次期社会奉仕委員

次期青少年奉仕副委員長

次期国際奉仕委員長

次期ロータリー財団副委員長

次期米山記念奨学委員

成田良治君

騰野義明君

大谷和雄君

林 淳三君

太田 茂君

吾郷正夫君

浅井誠寿君

安藤張之助君

加藤正義君

大矢佳正君蕊 ◇5月度理事役員会議題

l .新入会員候補者承認の件

2．栄RC認証状伝達式の件

3．新入会員歓迎会の件

4 ~財団奨学生推薦の件

5． ファイヤサイドミーティングの件

6．職業分類変更の件

7 ． 出席回数通告の件

① 「茶の美」とは、茶をたてて茶を飲むと

いう生活の一場面に於て、茶室、茶道具、

立ち振る舞い、等全般を「わびさび」 （失

意の心）という美の基準に向けて調和させ

ることにより発現する美をいう。

「茶の美」は、茶室の美でもなく、茶道

具そのものの美でもなく、立ち振舞いだけ

の美でもなく、その全てが調和して「わび

さび」をかもし出すことに求められるべき

である。

②ところが現代では、茶室の美、茶道具の

美が「茶の美」であるかの如く誤解されて

いる。それは、生活の場面としての「茶」

が失われてしまったことに基因している。

（和室が失われ、コーヒーが飲物の主流を

占めていること等）

③現代における「茶の美」の追及は、生活

の一場面としての「茶の美」を新しい生活

用式に合わせて追及するか、現実の生活の

一場面とし全く切り離して、古来の生活用

式を前提とした「茶の美」をあくまでも追

及すべきかが重大課題となるであろう。
（文責久保田）
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◇例会変更のお知らせ

あまRC 6/11(月）定款第4条第1節

の規定により休会

◇次回例会（6月5日）

講演 ”第5回美シリーズ

私のシルクロード”

「シルクロード・バーミヤン紀行」

会員林淳三君

◇次々回例会（6月12日）

ファイアサイドミーティング

松楓閣にてPM6:00より
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